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「
中

国
文
芸
座

談
会

ノ
ー
ト
」
記
載

論
文
目
録

№
1

創
刊

に
よ

せ

て (昭
和
二
十
九
年
九
月
発
行
〉

丁
玲

「
我
在

霞
村
的

時
候

」

馬

加

「
し
ぼ
ま

ぬ
花

」

(
開
不
敗

的
花

朶

)

に

つ
い

て
…

鉄

鎖
が

太
原

の
満

州
墳

で
小

常

に
遇

う

こ
と

に

つ
い

て
…

№
2

(昭

和

二
十

九
年

十

一
月
発

行

)

目
加
田

誠

小
西

昇

諸
井

耕
二

樋
口

進

巴
金
的
悲
劇

雑

感

文
宣
の
生
き
方

№
6

(昭
和
三
十
年
十
月
発
行
)

作
品
の
秩
序
と
現
実
社
会
ー

初
期
の
茅
盾

巴
金
の
短
篇「白
鳥

の
歌
」
を
通

じ
て

前
田

苓
子

松
崎

治
之

小
西

昇

新
中
国
と
謝
泳
心

中
国
の
現
代
叙
事
詩

孟
東
野
の
生
涯

№
3

孟
東
野
の
生
涯

影
山

魏

秋
吉

勝
廣

上
尾

龍
介

上
尾

龍
介

目
加
田

誠

諸
井

耕
二

春

桃

・
№
7

(
昭
和

三
十

一
年

三
月
発

行

〉

初
期

の
茅

盾

(
そ
の

二
〉

巴

金

の
初
期

の
創
作

方
法

に

つ
い
て

創
造

社
脱

離
後

の
郁

達

夫

№
8

(昭

和

三
十

一
年
七
月

発

行

〉

天
才

作

曲
家
轟

耳

の
生

涯

と
業
績

附
記
「遭
難
終
焉
地
鵠
沼
海
岸
弔
訪
記
」

現
代
中

国

の
詩
論
ー
特
に
最
近
の
動
向

紅

楼
夢

の
描

写

に

つ
い
て

№
9

(
昭
和

三
十

一
年
十

二
月

発

行
)

唐

代

の
短
編
小

説

に

つ
い
て

(其

の

一
)

労

働
者

呉
運
鐸

「
把

一
切
献
給

党

」
を
読

ん
で

ニ
イ

ム

・
ウ

エ

ル
ズ
著

「
現
代
中

国

の
文

学
運

動
」
訳

…

№
10

(
昭
和

三
十

二
年

六

月
発

行

)

唐
代

の
短
篇

小

説

に

つ
い

て

(其

の
二
)

夜

の
詩

人

樋
口

進

小
西

昇

穴
山

厳
子

(
そ

の

一
)

(昭
和
三
十
年
二
月
発
行
)

(
そ

の
二
)

愈
平
伯
紅
棲
夢
研
究
の
批
判
に
つ
い
て

李

廣

田

「
引

力
」

に

つ
い

て

№
4

巴

金

の
信
念

コ

小
西

昇

前
田

苓
子

松
崎

治
之

影
山

類

秋
吉

勝
廣

小
西

昇

諸
井

耕
二

木
島

廉
之

大
谷

丙
三

一
71

一

(
昭
和

三
十

年

五
月

発
行

)、

一
九
二
四
年
頃
の
郭
沫
若

孟
東
野
の
生
涯

(そ
の
三
)

№
5

(昭
和
三
十
年
八
月
発
行
)

梁
山
伯
と
祝
英
台

巴
金

「
寒
夜

」
合

評

戦
争

の
下
で

樹

生

寒
夜
ー

樹
生
の
生
き
方
に
つ
い
て

樋
口

進

中
田

喜
勝

上
尾

龍
介

浜

一
衛

木
島

廉
之

穴
山

厳
子

外
河
與
志
子

諸
井

耕
二

上
尾

龍
介



境
遇
に
敗
北
し
た
詩
僧
に
つ
い
て

胡
適
の
文
芸
思
潮

№
11

松
崎

治
之

木
島

廉
之

杜

牧

の
生
涯

(上

〉

書
康
評
伝

(昭

和

三
十

三
年

十

一
月

発
行

)

林
田
慎
之
助

小
西

昇

上
尾

龍
介

大
谷

丙
三

「
故

事
新

編

」
論

一

「
補
天
」
に
つ
い
て

曹

禺

「
雷
雨

」

の
悲

劇

性
と
社

会
性

ー
人
物
関
係
の
展
開
と
悲
劇
的
手
法
と
を
中
心
に

№

15

(昭

和

四
十

年
七

月
発

行

〉

矢
島

徹
輔

野
中

和
行

宋
元
話
本
の
構
造

宅
間

園
子

訳
詩
片

老
舎
の
文
章
構
成
法

№
12

(昭
和
三
十
四
年
十
二
月
発
行
)

愁
康
の
詩
に
あ
ら
わ
れ
た
飛
翔
の
イ
マ
ー
ジ

ュ

林
田
慎
之
助

秋
吉
久
紀
夫

中
屋
敷

宏

寛
陵

八

友
と
新

文
学

運
動

堀

田

蘇
拭

の
和
陶

詩
上

ー
陶
渕
明
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て
ー

…
…

…
合
山

魯

迅

「
肋
城

」

に
於
け

る
構
成

と
表

現

宅

間

威
克
家
論

趙

樹

理
文

学
と
村

の
意
識

№

13

(昭

和

三
十

七
年

二
月

発

行
)

聞

一
多

の
格

律
詩

と

そ

の
限
界

「
十

月

の
歌

」

抄

(
そ

の

一
〉

辺
境

に

て

「
田
間
詩

抄

」
よ

り

ウ

エ
ン

・
チ

エ

(聞

捷

)
詩

抄

管

見

「
詩

経
」

の
疑

問
点

儒
林

外

史

の
作

者
呉
敬
梓

に

つ
い
て

、

若

干

の
中

国
詩

人

の
創

作

に
お

け
る
自

然

と
人
間

の
テ
:

マ

中

国

文
学

の
芸

術
的

用
語
法

の
独
自

性

に

つ
い
て

仙
台

で
聞

い
た

こ
と

く

せ

堀
田

ナ
ッ

上
尾

龍
介

馬
場
与
志
子

秋
吉
久
紀
夫

塩
見

敦
郎

高
向

洋
人

エ
ヌ
・
テ
・
フ
エ
ド
レ
ン
コ

西

嶋

有

厚

訳

エ
ヌ
・
テ
・
フ
エ
ド
レ
ン
コ

西

嶋

有

摩

訳

中
間
人
物
論
紹
介

現
在

中

国

に
お
け

る
曹
植

評

価

に

つ
い
て

№
16

(
昭
和

四
十

二
年

三
月
発

行

)

陳
子

昂

の

「
感

遇
詩

」

を
支

え
る
思

想

に

つ
い
て
…

…
…

蘇
戟

の
文
学

思
想
ー
性
命
自
得
と
自
然
随
順
ー

文
学

大
衆

化

を
め
ぐ

る
胡

風
文

学

理
論

活
報

ー
江
西
ソ
ビ

エ
ト
地
区
で
う
ま
れ
た
演
劇
ー

№
17

(
昭
和

四
十

三
年

三
月

発
行

〉

龍

宮
と

仙
境
i

「柳
毅
伝
」
を
中
心
と
し
て
=

晩

唐
初
期

の
詩

人
た
ち
ー
李
商
隠
を
め
ぐ
っ
て
ー

蘇
東
披

の
書

と
書
論

唐
代
詩
史

ナ
ツ究

園
子

木
村
シ
ゲ
子

木
村

公
子

安
東

俊
六

合
山

究

中
屋
敷

宏

樋
口

進

小
坪
た
ゑ
美

垂
永

英
彦

合
山

究

織
翻
訳
註

う72一

目
加
田

誠

那
須

清

№

14

(昭

和

三
十

八
年

十

二
月
発

行

)

詩

「
谷
風

」

に
お
け

る
興

の
方
法

「
秋

興

八
首
」

に
表

れ
る
孤

立
感

塩
見

郭
郎

川
北

泰
彦


